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１．はじめに 

 近年，全エネルギー消費量の中で家庭部門のエネ

ルギー消費量が増加の一途を辿っている.家庭部門で

のエネルギー消費量の抑制として HEMS（Home 

Energy Management System）が注目されている．HEMS

とは，センサデータや ICT （ Information and 

Communication Technology）技術を活用して，住宅の

エネルギーを管理し，住宅の省エネルギー化を行う

システムである. HEMS の主な機能としては，家庭内

で消費するエネルギーや，気温・照度などをグラフで

表示するなどして人間に対し普段目にすることがで

きないデータを見せることで省エネルギー行動を促

す「見える化」と家電機器を家庭内のネットワークに

組み込み，制御信号を送ることで省エネな制御をリ

アルタイムで行う「自動制御」がある．しかし，「見

える化」を単体で用いるだけでは，一部の省エネ行動

を喚起するだけで省エネ効率があまり高くなく 1)，

「自動制御」単体で用いるだけでは，省エネ効率は高

い 2)ものの，人が介することが難しく，人の QOL

（Quality of Life）を損なう恐れがある.  

また，近年，環境に設置されるセンサは益々小型化

が進み，安価になってきている．したがって，将来的

に家庭においても多量で多様なセンサが設置される

ようになり，様々なデータがデータベースに蓄積さ

れ，利用できるようになると考えられる． 

従って，本研究では，それぞれ一長一短ある「見

える化」と「自動制御」を組み合わせて活用し，多量

のデータを利用することでユーザー志向の省エネル

ギー化システムを考案し，実際に運用することでシ

ステムの検討を行うことを目的とした． 

 

２．提案する省エネルギー型システム 

 「見える化」と「自動制御」を組合せたシステムと

して，「ユーザー提案型のシステム」としての「見え

る化寄りのシステム」と「システム提案型のシステ

ム」としての，「自動制御寄りのシステム」の 2 つの

システムを考案した．システムの特徴として，両シス

テムとも図１で示すように，制御する内容を予め可

視化し，ユーザーの判断を仰いでから家電機器の制

御を行うことで，ユーザーに配慮し，QOL を下げに

くいようになっている． 

提案する両システムでは，家電機器の過去の使用

状況を用いる．従って，環境データと電力データを保

存するサーバー別に機器稼動情報保存サーバー作成

し，機器の稼動情報を保存する．機器の稼動情報と環

境データ，電力データを利用することで，ユーザーか

らの提案とシステムからの提案に対する将来予測と

しての回答をシミュレーション結果とし，可視化し

表示する．その際，電力量に関しては，差分を金額化

し，可視化することで，ユーザーにわかりやすいよう

にした． 

シミュレーションに関しては，センサデータを活

用した．実際のセンサデータを用いることで通常の

シミュレーションに要する煩雑なパラメートを無視

できると考えた．家電機器の稼動情報などを参照し，

提案された条件と類似のシチュエーションのものを

抽出し，その中から式(1)(2)で予測する項目の過去の

データとシミュレーションを行う日のデータとの最

も偏差値の小さい日を推移が最も近い日として抽出

する． 

𝜎𝑖 = √
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2𝑛
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𝜎𝑏𝑒𝑠𝑡 = min
𝑖∈𝑁
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ここで，𝜎𝑖：i 番目の日の偏差値，𝐸𝑖𝑗：i 番目の日の j

番目のデータ，𝜇𝑗：シミュレーション日の j 番目のデ

ータ，𝑛：用いるデータの個数，𝜎𝑏𝑒𝑠𝑡：シミュレーシ

ョンで用いる日の偏差値である． 

図１ 提案するシステムの構成図 
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抽出した日のデータを用いることにより，リアル

タイムに合成し，将来予測として可視化した． 

可視化結果を基にしてユーザーが判断し，許可を

出すことによって，家電機器の制御を行う． 

 

３．検証実験 

 考案した省エネギー化システムが現実に適応可能

がどうかを検証するために，シナリオを作成すると

共にシステムの一部を既存のシステムを含め構築し，

実験を行った．実験場所は，大阪大学吹田キャンパス

S4 棟 521 号室であり，実験準備として，温度センサ

と電流・電圧センサをあらかじめ配置して環境デー

タを取得し，サーバーPC に蓄積しておき，機器の稼

動情報の蓄積については，手記で行った．また，電力

消費量に対する電力料金の算出には関西電力のプラ

ンの重量電灯 A の一部の 25.5 円/kWh を用いた．実

験結果を図２，図３に示す． 

用いたシナリオとして「見える化寄りのシステム」

では「研究室から午後 5 時に帰宅する場合と午前 0

時に帰宅した場合どう違うか」を，「自動制御寄りの

システム」については，「午前 8 時の始業時に部屋の

気温を 20℃にしておきたいがエアコンをどうするの

が効率的か」というシナリオを用いた．「見える化寄

りのシステム」とでは実際に蓄積された過去のデー

タを現在のデータと合成し可視化することで将来予

測の見える化を行うことが出来ることを確認し，「自

動制御寄りのシステム」では，実際に予定時刻付近で

シミュレーション通りの結果が得られることを確認

した． 

 

 

 

４．まとめ 

 将来導入が予測される HEMS の主な機能である

「見える化」と「自動制御」を組み合わせ，また蓄積

された多量のセンサデータを用いることで，需要家

参加型の 2 つのシステムを考案し，実証実験におい

て，2 つのシナリオに対して実際に適応可能であるこ

とを確認した． 

課題としては，実際のデータとシミュレーション

結果とではやはりずれがある事が挙げられるが，ア

ルゴリズムを工夫することでより精度が上昇すると

考えられる．また，家電機器の稼動情報蓄積サーバー

の構造を実際に考案し，構築し，このシステムの効果

がより多くデータを蓄積するとどう変化するかを検

証することが挙げられる．更に，金額以外にも可視化

することでユーザーの主体性を高めることができる

要素があるか調査する必要があると考えられる． 
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